
 

 

 

 

   ［ 校長先生つぶやき、つぶやく（校長だより）］ 

 

 たちばなおとスウパアぐんて 

とんぼ池の草ぬきの

時につかいます。 

このスウパアぐん

てをつかうとぬけな

い草もかんたんにぬ

けます。 

               

2年生の男の子が国語の単元「あったらいいなこん

なもの」という学習で考えてくれたスウパアぐんて。

本当にほしいです。草抜きは本当に大変ですもの。 

6 月 29 日（月）から始まったとんぼ池再生プロジ

ェクト第２章。全校生と地域・保護者の方で、再生

作業は今日も続いています。作業は、正直、大変で

す。相当大変です。その上、梅雨真っただ中から始

まり、梅雨が明けてからは、暑さが厳しくなり…。

なぜ、この時期にするのだ…と思われても仕方あり

ません。 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 再生プロジェクト第１章は、寒い１月末から２月

にかけて行われました。なぜ、この時期だったのだ。 

 答えは単純です。「兵庫県の県民まちなみ緑化事業」 

の助成金を受けることが決まったのが今だからです。 

助成されることにより、学校を緑であふれさせたい、

地域の学びの拠点にしたい、誰もが愛する自慢の学

校にしたい。その願いのスタート位置に再度立つこ

とができたのです。本当に有難いことです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24年前に完成し、20年前に一度再生されたとんぼ 

池もその後は、育成保全がうまくいかず、生き物た

ちが住みつかなくなったしまったとんぼ池。三度目

の正直です。今度こそ、学校が 100 才になっても残

るとんぼ池にします。とんぼ池に、昆虫や植物、鳥、

子どもたち、地域の方が集まり、誰もが過ごしやす

く心の栄養を蓄える場所。心を育て、学びがつなが

る拠点として、皆の宝となる場所にしたいと思って

います。緑多いその空間では、生まれた生き物の命

が育ち、外の世界へ飛び立っていく。ここで学ぶ子

どもたちが、6年間で立派に成長し、立花西小学校か

ら次のステップへ進んでいくことを想像しています。   

学校全体がビオトープであり、命の拠点、学びの

拠点となる立花西小学校にしていきます。 

 

「スウパアぐんて」は、いつか本当に開発されるの

ではないかと思うのです。2年生が報告に来てくれた

「スウパアぐんて」は体験から学んだことにより、

その発想を生み出し、国語の学習の中で、文章にし

てまとめられました。大変、うれしく感じたところ

です。 

 左の設計図は、６年生が作りました。よく考えて

くれています。右上の 60 周年記念キャラクター「た

ちばなお」はがシンボルとなる橘の木の実をランド

セルに入れて背負っています。これも、6年生の女の

子が考えてくれました。24 年前から橘は、今なお実

を結び続けています。これからも大切に守りたい植

物のひとつです。再生作業は、2学期も一部予定して

います。育成保全は、これからずっと続けられ、引

き継がれていきます。どうぞ、保護者・地域の皆様 

この再生プロジェクトにご協力ください。よろしく

お願いいたします。 

立西巻き 尼崎市立立花西小学校 

2026.7.15（水） 
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